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SPring-8におけるワンストップタンパク質試料生産支援および高分解能結晶取得技術の高度化  
理化学研究所（国島直樹） 

【課題概要】 
タンパク質試料生産のSPring-8におけるオンサイト 
支援体制を確立し、ビームライン利用者を設備と技術の
両面から支援する。 
解析拠点全体としての活動に加え、独自の講習会や 
受託分析を通じてビームライン利用を促進する。 
理研発の要素技術を組み合わせ、高難度タンパク質 
から高分解能結晶を効率的に取得する基盤を構築する。 

【運営体制】  

【連絡先】  

理化学研究所 国島直樹 
Tel:  0791-58-2937 
e-mail: kunisima@spring8.or.jp 

【支援に供する技術】 

【高度化研究】 
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【これまでの研究実績と創薬等PFにおける事業内容】  

利用する予定の要素技術 

ゼオライトによるタンパク質の結晶化制御 

変異導入によるタンパク質結晶の品質改善 

変異導入による膜タンパク質の安定化 

CPM法による安定性評価 

ゼオライトによる結晶化例 
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